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新たな出会い 広がるふれあい
グリーン・ツーリズム特集

　都会に住む人が、自然に恵まれた農山漁村地域で自然や文化、人々との交流を楽し
む「グリーン・ツーリズム」。食の安全・安心や自然・環境への関心が高まる中、都
市部では「ゆとり」や「やすらぎ」を求める人が増えてきており、グリーン・ツーリ
ズムの役割も高まっています。
　今回の特集では、栗山町が行っている農業・農村体験や農産物直売などの取り組み
を通した、グリーン・ツーリズムによる新たな出会い、広がるふれあいをお伝えします。



H27 年度 H26 年度 H25 年度 H24 年度 H23 年度 H22 年度

受入農家数 16 戸 12 戸 12 戸 18 戸 39 戸 50 戸

受入回数 19 回 17 回 19 回 19 回 16 回 22 回

受入人数 367 人 318 人 347 人 363 人 316 人 438 人

　

会
話
を
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
や
り
取
り
を
見
て
い
る
と
は
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　
　
　

こ
の
経
験
を
今
後
に
生
か
す

　

生
徒
た
ち
は
、
１
泊
２
日
の
体
験
を
通

し
て
短
い
な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

し
ま
し
た
。
お
別
れ
式
で
は
「
大
自
然
の

中
で
、
都
会
で
は
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

自
分
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
口
に
し

て
い
る
食
べ
物
が
、
農
家
の
支
え
が
あ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
感
謝

の
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。
こ
の
２
日

間
の
経
験
を
、今
後
に
生
か
し
た
い
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

①対面式の様子②富澤さんの指導
を受けながらニンニクの皮むきを
する生徒たち③お別れ式での記念
写真④農業経験のない生徒にはす
べてが新鮮。とびっきりの笑顔も
見られました。

④

②

③

①

　
　
　

町
内
で
農
業
・
農
村
体
験

　

今
年
も
、
栗
山
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
西
田
秀
樹
会
長
）

が
進
め
て
い
る
「
農
業
・
農
村
体
験
事

業
」
の
宿
泊
体
験
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま

し
た
。
６
月
29
日
、
修
学
旅
行
で
来
道
し

た
大
阪
府
開
明
高
校
の
生
徒
14
人
が
大
型

バ
ス
で
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環

境
ハ
ウ
ス
に
到
着
。
会
員
３
戸
の
農
家
が

出
迎
え
、
対
面
式
の
後
、
生
徒
た
ち
を
受

け
入
れ
し
ま
し
た
。

　
　
　

全
て
が
初
体
験

　

生
徒
た
ち
は
受
入
農
家
宅
に
宿
泊
し
、

野
菜
の
管
理
作
業
な
ど
を
体
験
。
富
澤
敏

道
さ
ん
の
家
で
は
、
ニ
ン
ニ
ク
の
皮
む
き

を
生
徒
４
人
が
初
体
験
し
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
初
め
て
の
作
業
で
慣
れ
な
い
様
子

で
し
た
が
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
に
、
富
澤
さ
ん
夫
妻
も
感
心
。

農業・農村体験事業のこれまでの取り組み
　平成 19 年に 11 戸の農家で始まった
農業・農村体験の受け入れ。修学旅行
で来る大阪や兵庫といった関西圏の高
校生を中心に受け入れをしています。
受入人数は年間 300 人を超え、複数年
続けて訪問する高校もあります。受入
農家では、農業体験だけではなく栗山
町をより知ってもらおうと町内を案内
してくれる方もおり、「栗山」らしい農
業・農村体験が行われています。 参考：栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会総会資料から抜粋

■農業・農村体験受入実績

農業・農村体験受入農家

富澤敏道さん・八重子さん

　子どもたちを受け入れして
6、7 年になります。いろいろ
な生徒がいて、受け入れが一つ
の楽しみになっています。今回
の生徒は作業だけではなく生活
面もきちんとしていましたよ。
子どもたちには短期間ですが、
北海道や栗山町の農業・農村を
目で見て肌で感じてほしいで
す。この経験は人生の 1 ページ
になります。経験したことを大
切にできる人になってくれれば
うれしいですね。 　

同
会
で
は
、
来
年
２
月
ま
で
宿
泊
体

験
や
日
帰
り
体
験
を
受
け
入
れ
、
都
市

と
農
村
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

3 広報くりやま　2016. 8



42016. 8　広報くりやま   

　平成 10 年に設立。農産物直売、農
産物加工、ファームイン、観光農園
などグリーン・ツーリズム活動を行っ
ている団体・個人およびこれから実
施しようとしている者で構成。人と
のふれあいを基本に、農業・農村体
験やイベント、農産物の直売などを
通して、消費者との交流や農業理解
の推進を目的に取り組んでいる。

栗山町グリーン・ツーリズム
推進協議会

　
「
子
ど
も
た
ち
に
農
業
・
農
村
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
」と
話
す
、栗
山
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
会
長
を

務
め
る
西
田
秀
樹
さ
ん
。

　

会
長
に
な
っ
て
５
年
。
厳
し
い
農
業
情

勢
の
中
、「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

活
動
は
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
架
け
橋

に
な
る
の
で
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」と
語
り
ま
す
。

　

西
田
会
長
は
、
農
業
・
農
村
体
験
の
受

け
入
れ
を
は
じ
め
、
農
産
物
の
農
家
直
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
を
受

け
入
れ
し
て
い
る
と
、
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
。
ま
た
、
農
産

物
の
直
売
を
し
て
い
ま
す
が
、
食
は
人
間

が
生
き
て
い
く
う
え
で
大
切
な
も
の
で
す

か
ら
、
直
売
を
通
し
て
作
物
の
育
つ
環
境

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
西
田
会
長
の
思
い
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
連
携
し
て
、
町

内
外
に
栗
山
町
の
農
業
を
ｐ
Ｒ
し
た
い
で

す
し
、
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
た
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、

こ
の
組
織
が
栗
山
町
の
農
業
を
支
え
る
一

翼
を
担
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

栗
山
町
の

農
業
を
支
え
る

一
翼
を
担
い
た
い

　
農
業
を
通
し
て
、
都
市
と
農
村
の
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
る
栗
山
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
意
義

や
今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
、
西
田
会
長
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
は

生
産
者
と
消
費
者
と
の
架
け
橋
に
な
る
。

都市と農村交流について熱く語る、西田秀樹会長

【問い合わせ】栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会事務局
　　　　　　  ☎：73-7515　FAX：73-2160（町産業振興課内）

一緒に「新たな出会い」しませんか
　栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会
では、農業・農村体験の受け入れに参加し
ていただける方、また、協議会員になられ
る方を募集しています。
　都市と農村交流で「新たな出会い」をし
てみませんか。



◇大賞には 5,000 円相当の町特産品を贈呈
します。

◇詳しくは事務局にお問い合わせください。

【応募期間】10 月 31 日㈪まで
【問い合わせ】栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会事務局

　　　　　　  ☎：73-7515　FAX：73-2160（町産業振興課内）

グリーン・ツーリズム
写真コンテスト
　　　 思い出詰まった写真を大募集！

    主な農産物直売
             の取り組み

名　称 営業期間 営業時間 定休日 住　所 電話番号

値ごろ市 通年営業
（冬期間　11 月 ~4 月）

（5 ～ 10 月）　9：00~18：00
（11 ～ 4 月）10：00~17：00

（5 ～ 10 月）無
（11 ～ 4 月）不定休

栗山町
字湯地 95 72-2977

つくしんぼう 通年営業 10：00~16：00 不定休 栗山町
字富士 561 72-4528

中川新鮮
野菜直売所 6 月下旬 ~10 月下旬 7：00~18：00 無 栗山町

字北学田 43-3 72-4427

農家の直売所 7 月下旬 ~9 月下旬 9：00~17：00 無 栗山町
字継立 160-2 75-2771

キングメロン
研究会直売所 6 月下旬 ~8 月中旬 9：00~18：00 無 栗山町

字滝下 766-1 75-2556

高木果房 7 月 ~12 月 9：00~18：00 無 栗山町
字北学田 248-8 72-5215

　栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会に所属
する農家直営の直売所は、それぞれがこだわりを
持って生産した農産物を販売しており、新鮮さは
もちろんのこと、愛情がたくさん注がれています。
　また、生産者と会話することができ、野菜の調
理方法や保存の仕方など、親切に教えてくれます。
　ぜひ、足を運んでみませんか。

名　称 営業期間 営業時間 定休日 住　所 電話番号

すこやか
大地の会 8 月 ~12 月 注文は FAX 無 栗山町

字三日月 36-4
（FAX）
72-5187

里のやさい
くりやま屋 6 月中旬 ~10 月末 8：30~9：30 土曜日のみ

開催

札幌市
北海道

青少年会館
72-3868

大平農園 5 月 ~10 月 （要連絡） 栗山町
字円山 264 85-2379

坂口ファーム 7 月 ~12 月 8：00~17：00 無 栗山町
字北学田 617 72-3868

（有）土門農園 6 月下旬 ~8 月中旬
（要連絡） 10：00~16：00 不定休 栗山町

字円山 363 85-2201

【農産物の直売所店舗】

【農産物の農家直売】

5 広報くりやま　2016. 8
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空き家・空き地を登録
（売りたい・貸したい）

物件情報を
WEB サイトで公表

利用希望者情報の提供 利用申し込み
（買いたい・借りたい）

【情報提供】
仲介事業者がいない場
合、町内の宅建事業者
に情報提供します

【交渉・契約】
仲介事業者がいる場合
は、仲介事業者を介し
て交渉・契約を行うこ
とになります媒介契約など

【交渉・契約】
○仲介事業者がいない場合は、当事者間で

交渉・契約を行うことになります
○町は、交渉・契約には直接関与しません

※空き家などとして登録する不動産（家屋および土地）は登記されていなければなりません。

空き家・空き地を
お持ちの方で、売
買または賃貸を希
望している方

居住などのために
空き家・空き地を
探している方

宅建事業者

栗山町空き家バンク制度

　町では、人口減少および高齢化の進行とともに
増加している空き家の有効活用と移住・定住を促
進するため、「栗山町空き家バンク制度」を創設し、
8 月から「栗山町空き家バンク」公式 WEB サイト
での情報提供をスタートしました。

【問い合わせ】
　町若者定住推進室　☎ 73-7521

空き家バンク
公式WEBサイトが
スタート！

活用できる空き家をお持ちの方、空き家バンクに登録しませんか

【空き家バンクとは…】
　空き家などの売買または賃貸を
希望する所有者から申し込みを受
けた物件の情報を登録し、ウェブ
サイトを通して、居住などのため

に、物件の利用
を希望する方へ
情報提供する仕
組み

【対象となる物件は…】
①空き家

町内にある住める状態にある
一戸建て住宅のうち、現在居
住していない住宅およびその
敷地（近く居住しなくなる予
定のものも含む）

②空き地
町内にある住宅、店舗などの
建築に適した更地（近く更地
となる予定のものも含む）

【留意事項】
■売買や賃貸を仲介する宅建事業

者がいない空き家などの登録に
あたっては、町内の宅建事業者
に登録申請のあった物件の情報
を提供

■本町の空き家バンクに登録され
た空き家などの情報は「北海道
空き家情報バンク」へ提供

物件所有者 利用希望者

【URL】
http://kuriyama-iju.
com/akiya/



例えば・・・
障がいのある人が行事などに参

加しやすいよう、手話の活用や

座席の工夫などを行う。

　この法律は、行政機関や民間事業者による「障がいを理
由とする差別」の禁止や、社会の中にあるさまざまなバリ
アを取り除く「合理的配慮を行うこと」を求める内容となっ
ており、すべての人が障がいの有無によって分け隔てられ
ることなく、共生する社会づくりを目指すものです。

【問い合わせ】
　町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

障がい者差
さ べ つ か い し ょ う ほ う

別解消法を
知っていますか？

今年 4 月に「障がいを理由とする差別の解消に関する法律」が施行されました

例えば・・・
お店に入ろうとしたら、介助

者がいないことが理由で断ら

れた。

例えば・・・
アパートを借りようとしたら、

障がいがあることが理由で貸し

てくれなかった。

例えば・・・
聴覚に障がいがある人のため

に、筆談などで伝える工夫を

する。

◎なくそう！
　障がいを理由とする不当な差別の禁止

◎心配りを！
　合理的配慮を行うように努める

　正当な理由なく、障がいがあるということで、サー

ビスの提供を拒否したり、制限したり、また障がいの

ない人には付けない条件を付けたりすることは、不当

な差別的取り扱いとなります。

　障がいのある人にとってバリアとなる部分（社会的

障
しょうへき

壁）を取り除くために、困っていることに対して、

その人の障がいに合ったやり方、工夫による対応をす

るよう配慮（合理的配慮）しましょう。

※その他、車いすの利用者が段差で

困っている場合の手助けや、視覚障

がいの方に、ゆっくりと丁寧な言葉

でコミュニケーションをとるなど、

少しの心配りで「合理的配慮」はで

きます。過度な負担にならない中で、

自然な思いやりとやさしさで行動し

ましょう。

不当な差別的取扱い 合理的配慮の提供

国の行政機関・
地方公共団体

不当な差別的
取扱いが禁止
されている

障がい者に対し、合
理的配慮を行わなけ
ればなりません

民間事業者
（個人事業者・NPO

法人などの非営利
事業者も含む）

障がい者に対し、合
理的配慮を行うよう
努めなければなりま
せん
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文
化
施
設
を
祝
日
開
館

し
て
ほ
し
い

　

民
間
委
託
し
た
町
公
共
施
設
を
、
祝
日

も
開
館
し
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。
ま
た
、図
書
館
や
開
拓
記
念
館
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
１
月
５
日

ま
で
休
館
で
利
用
で
き
な
い
現
状
で
す
。

ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
開
館
で
き
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
で
す
。（
70
代
男
性
）

指
定
管
理
者
と
協
議

　

図
書
館
は
、
条
例
に
よ
り
毎
週
月
曜
日

の
ほ
か
祝
日
が
休
館
日
で
す
が
、
５
月
５

日
の「
子
ど
も
の
日
」と
11
月
３
日
の「
文

化
の
日
」
は
、
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業

と
し
て
特
別
に
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

開
拓
記
念
館
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
公
共
施
設
の
年
末
年
始
の
閉
館

は
、
各
条
例
に
よ
り
12
月
31
日
か
ら
１
月

５
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
指
定
管

理
者
で
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
項

目
を
加
え
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
結
果

を
参
考
に
指
定
管
理
者
と
協
議
し
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
の「
地
方
再
生
計
画
」

の
変
更
状
況
は
？

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
地
方

版
総
合
戦
略
で
明
示
し
た
も
の
に
限
ら
れ

る
と
あ
り
ま
す
。国
に
認
定
を
受
け
た「
地

方
再
生
計
画
」
の
変
更
状
況
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。（
60
代
男
性
）

支
援
企
業
の
目
途
が

立
っ
た
時
点
で
計
画
を

申
請

　

こ
の
制
度
は
、
企
業
が
地
方
公
共
団
体

の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
対
し

て
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
税
制
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
本
社
が

所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
以
外
へ
の
寄
附

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
が
こ
の
制
度
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
寄
附
活
用
事
業
の
概
要
を

ま
と
め
た
「
地
域
再
生
計
画
」
を
国
に
申

請
し
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
申
請
時
点
で
、
寄
附
を
行
う

企
業
１
社
以
上
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
は
現
時
点
で
「
地
域

再
生
計
画
」
の
認
定
は
受
け
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
取
り
組
み
を
積
極
的
に
町
外

企
業
に
Ｐ
Ｒ
し
、
支
援
企
業
の
目
途
が

立
っ
た
時
点
で
申
請
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【問い合わせ】　町総務課 広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま

れる専用はがきを切り取って、

必要事項を記入してポストに

投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、「72-3179」に送信。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス。

③ホームページ専用フォームで！

※
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

出
身
地
に
限
ら
ず
、
気
に
入
っ
た
自

治
体
を
寄
附
で
応
援
で
き
る
制
度
。

寄
附
を
す
れ
ば
主
に
住
民
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。



議会の動き
▼
湯
地
継
立
線
道
路
改
良
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

５
７
５
６
万
４
千
円

業　
　

者　

株
式
会
社
す
い
き
建
設

▼
新
工
業
団
地
造
成
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

契
約
金
額　

１
億
１
７
７
２
万
円

業　
　

者　

井
沢
・
岡
山
特
定
建
設
工

　
　
　
　
　

事
共
同
企
業
体

議　

案

平成 28 年第 6 回栗山町議会臨時会
に お い て、 次 の 議 案 が 審 議 さ れ ま
した。　　　　　　（7 月 13 日開会）

　

�

ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か

　

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所
は

「
ま
ち
づ
く
り
」団
体
で
す
。
し
か
し
、「
ま

ち
づ
く
り
っ
て
、
何
？
」
と
聞
か
れ
て
、

そ
れ
を
具
体
的
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
の
著
書
に
よ
る

と
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
の
は
「
都

市
計
画
」
か
ら
発
展
・
変
遷
し
て
き
た
言

葉
だ
そ
う
で
す
。
都
市
機
能
と
し
て
の
画

一
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
計
画
的
に
整
備
し
て

き
た
「
ハ
ー
ド
」
の
時
代
か
ら
、
住
民
が

日
々
の
生
活
を
い
か
に
楽
し
く
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
く
か
と
い
う
「
ソ
フ
ト
」

の
時
代
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
従
来

の
都
市
計
画
の
よ
う
に
正
解
や
パ
タ
ー
ン

は
な
く
、
ま
ち
や
ひ
と
の
数
だ
け
無
数
に

存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
明
確
な
定
義
は
あ

り
ま
せ
ん
。
各
人
が
住
み
や
す
く
魅
力
の

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
持

ち
、
そ
う
し
た
願
い
を
共
有
す
る
人
々
が

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
身
近
な
ま
ち
の
問

こ
ん
に
ち
は
！

題
や
課
題
を
解
決
し
た
り
、
新
し
い
価
値

を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
行
為
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
呼
ぶ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
住
民
自
ら
が
地
域
の

中
か
ら
よ
り
良
い
環
境
に
つ
く
り
変
え
て

い
こ
う
と
す
る
意
志
を
も
つ
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
多
く
の
人
々
の
共
感
を
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
れ
ば
「
ま
ち
づ
く
り
」
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

理
事
長

　
蛯
名

　
勇
人

　

私
た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
は
、
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
事
業
を
開
始
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
青
少
年
育
成
事
業
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
事
業
」「
ス
ポ
ー
ツ
協
働
事
業
」。

こ
の
3
つ
の
事
業
を
柱
に「
ま
ち
づ
く
り
」

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【
報　

告
】

　

先
日
、
横
浜
市
で
行
わ
れ
た
「
サ
マ
ー

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
６
」
で
、
栗
山

青
年
会
議
所
か
ら
出
向
し
て
い
る
松
原
輝

和
君
も
参
加
し
た
「
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
、
２
０
０
０
人
の
来
場
者
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

春香クリスティーンらと
意見交換をする松原輝和君

9 広報くりやま　2016. 8
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第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
7
月
10
日
に

行
わ
れ
、
有
権
者
１
０
７
８
９
人
の
62
・

67
％
に
あ
た
る
６
７
６
２
人
が
大
事
な
一

票
を
投
じ
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
前
回
の
参
議
院
選
挙
よ
り

も
３
・
14
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
60
％
台
を

確
保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
23
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で

行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
は
１
８
８
０
票

で
、
前
回
か
ら
４
・
64
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

期
日
前
投
票
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
は
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
初
め
て
の
選
挙
で
し

た
が
、
本
町
の
18
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
投

票
率
は
49
・
01
％
で
し
た
。
全
国
平
均
は

投票場所 有権者数 投票者数 投票率

スポーツセンター 3,045 票 1,245 票 40.89％
総合福祉センター 2,656 票 1,232 票 46.39％
くりやまカルチャープラザ 2,042 票 905 票 44.32％
雨煙別公民館 381 票 161 票 42.26％
農村環境改善センター 1,262 票 631 票 50.00％
南部公民館 1,231 票 613 票 49.80％
円山地域文化センター 172 票 95 票 55.23％
期日前投票 　－ 票 1,880 票 17.43％
投票合計 10,789 票 6,762 票 62.67％
前　　回 11,061 票 6,585 票 59.53％

●栗山町投票所別投票状況

候補者名 党　派
得票数

栗山町 全道総数

かきき克弘 自 由 民 主 党 1,693 票 482,688 票

はちろ吉雄 民 進 党 1,157 票 491,129 票

長谷川　岳 自 由 民 主 党 1,132 票 648,269 票

水越　寛陽 無 所 属 43 票 12,944 票

佐藤　和夫 日本のこころを
大切にする党 75 票 34,092 票

徳永　エリ 民 進 党 1,567 票 559,996 票

森　つねと 日 本 共 産 党 639 票 239,564 票

森山よしのり 幸 福 実 現 党 89 票 21,006 票

中村　　治 支持政党なし 59 票 29,072 票

飯田　佳宏 無 所 属 73 票 26,686 票

●選挙区開票状況 有効：6,527 票、無効：235 票

政党等の名称
栗山町

得票数 得票率

社 会 民 主 党 77.800 票 1.20％

国 民 怒 り の 党 49.054 票 0.76％

おおさか維新の会 190.136 票 2.94％

公 明 党 1,048.583 票 16.23％

日 本 共 産 党 650.349 票 10.06％

幸 福 実 現 党 71.000 票 1.10％

自 由 民 主 党 2,062.196 票 31.91％

新 党 改 革 52.333 票 0.81％

日本のこころを
大 切 に す る 党 78.000 票 1.21％

生活の党と山本太郎と
な か ま た ち 89.000 票 1.38％

民 進 党 2,024.545 票 31.33％

支 持 政 党 な し 69.000 票 1.07％

●比例代表開票状況

※名簿記載者の得票総数を加算した得票総数（記載順序は届け出順）
　按分による小数点第 3 位まで記載

栗山町の投票率

％62.67

45
・
45
％
（
総
務
省
抽
出
調
査
に
よ
る
選

挙
区
投
票
率
）
で
あ
り
、
本
町
で
行
っ
た

介
護
福
祉
学
校
で
の
模
擬
投
票
や
栗
山
高

校
で
の
周
知
活
動
の
効
果
も
あ
り
、
若
年

層
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
全
体
の
投
票
状
況
お
よ
び
各
選
挙
の

開
票
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。



新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

を
発
掘
し
、
発
信
し
て
い
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
人
材
育
成
事
業
を
行
う

予
定
で
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の
方
た

ち
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
、
空
き
家
を
改
修
し
た
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
協
働
す
る
場
所
）
を

作
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

栗
山
町
は
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
取

り
組
み
や
旧
雨
煙
別
小
学
校
な
ど
、
町

の
資
源
や
歴
史
を
次
世
代
に
残
し
て
い

こ
う
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が

と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
ま
す
。

　

町
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ど
こ
か
で
見
か
け
た
と
き
は
お
声
が

け
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
、

小こ

ば

ま

つ

葉
松
真ま

り里
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

帯
広
市
出
身
で
現
在
26
歳
。
生
粋
の

道
産
子
で
す
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
や
、

読
書
（
歴
史
も
の
が
好
き
）、
体
を
動

か
す
こ
と
で
す
。（
早
朝
、
ハ
サ
ン
ベ

ツ
里
山
や
御
大
師
山
を
散
歩
し
て
い
る

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
人
が
い
た
ら
私

で
す
）

　

現
在
は
、
若
者
定
住
推
進
室
で
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
の
魅
力

　

皆
さ
ん
は
６
月
に
開
拓
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
「
栗
山
古
地
図
」
展
を
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
か
。
私
た
ち
も
、
資
料

確
認
と
と
も
に
推
進
員
全
員
で
見
学
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
、
吉
田
初
三
郎
作
「
栗
山

町
鳥ち

ょ
う
か
ん瞰

図
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
吉
田
氏
の
「
鳥
の
眼
と
広
角
魚
の

眼
」
は
、
多
視
点
画
法
で
色
鮮
や
か
に

栗
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
編
さ
ん
推
進
員
会
議
の
中

で
「
虫
の
眼
」
で
風
土
や
史
資
料
を
見

て
全
体
構
想
を
考
え
て
い
く
、
過
去
に

発
行
さ
れ
た
新
聞
か
ら
「
栗
山
」
に
関

す
る
記
事
、
関
係
機
関
所
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
な
ど
か
ら
町
内
資
料
を
「
魚う

お

の
眼
」
で
検
索
し
、
発
行
さ
れ
て
い
る

町
史
・
部
落
史
を
「
鵜う

・
鷹た

か

の
眼
」
で

探
る
編
さ
ん
推
進
員
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
眼
」
を
持
っ

て
、
４
月
か
ら
会
議
や
施
設
・
地
域
の

確
認
、
貴
重
な
体
験
談
な
ど
を
、
多
く

の
方
か
ら
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

カ
メ
レ
オ
ン
の
左
右
の
「
眼
」
は
独

立
し
て
動
き
ま
す
。
一
つ
の
「
眼
」
は

そ
っ
ぽ
を
向
き
、
別
の
「
眼
」
は
ち
ゃ

ん
と
前
を
向
い
て
い
る
の
で
す
。
左
右

完
全
に
独
立
し
て
反
対
方
向
に
ぐ
る
ぐ

町
民
の
皆
さ
ん
の
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
魅
力
的

編
さ
ん
推
進
員
の
「
眼
」
の
は
な
し

VOL.2

No.2

る
回
る
と
経
済
学
者
の
内
田
義
彦
氏
が

「
全
体
を
見
る
眼
、
一
点
を
凝
視
す
る

眼
」
と
い
う
文
章
に
書
い
て
い
る
ほ
ど

で
す
。
ま
た
、
い
つ
も
全
体
を
見
据
え

る
「
眼
」
を
持
っ
て
史
資
料
な
ど
に
あ

た
る
使
命
を
説
く
歴
史
学
者
の
大
濱
徹

也
氏
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

編
さ
ん
推
進
員
そ
れ
ぞ
れ
の
「
眼
」

で
、「
人
・
自
然
・
文
化
・
産
業
の
つ

な
が
り
を
創
る
栗
山
」
を
見
据
え
て
、

町
史
編
さ
ん
の
作
業
を
継
続
し
た
い
と

思
う
昨
今
で
す
。（
阿
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

吉田初三郎作「栗山町鳥瞰図」
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ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

122016. 8　広報くりやま   

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

　

７
月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
道
内

で
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被
害
が
発
生

し
、
約
４
２
７
０
万
円
も
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
子
ど
も
や
親
戚
だ

け
で
は
な
く
、
警
察
官
や
銀
行
員
・
弁
護

士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
に
な
り
す
ま

し
巧
み
に
金
銭
を
要
求
し
ま
す
。

　

主
な
振
り
込
み
詐
欺
の
手
口
を
ま
と
め

る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
手　

口
】

●
「
カ
ゼ
を
ひ
い
た
」
「
の
ど
に
ポ
リ
ー

プ
が
で
き
た
」
な
ど
と
言
い
、
声
が
違

う
こ
と
へ
の
違
和
感
を
無
く
す

●
「
携
帯
電
話
を
落
と
し
た
」
「
電
話
番

号
を
変
え
た
」
な
ど
の
う
そ
の
話
で
別

の
連
絡
先
を
教
え
る

●
「
会
社
の
大
切
な
お
金
を
落
と
し
た
」

「
事
故
を
お
こ
し
て
し
ま
い
、
急
に
ま

と
ま
っ
た
お
金
が
い
る
」
な
ど
、
今
す

ぐ
に
お
金
が
必
要
な
こ
と
を
伝
え
、
お

金
の
振
込
み
も
し
く
は
直
接
、
現
金
受

取
り
役
に
渡
す
よ
う
指
示
す
る

●
「
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
連
絡
し
、
無
人

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
携
帯
電
話
で
連
絡
を
取
り

な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る

　

こ
の
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
振
り
込
み

詐
欺
の
手
口
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
策
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
常
に
留
守
番
電
話
に
す
る

　

犯
人
は
声
を
録
音
さ
れ
る
こ
と
を
い
や

が
り
ま
す

○
い
つ
も
連
絡
を
取
っ
て
い
る
番
号
に
連

絡
す
る 

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
は
信
じ
て
は

い
け
ま
せ
ん

○
合
言
葉
を
決
め
る

　

あ
や
し
い
電
話
が
来
た
と
き
の
た
め
に

家
族
だ
け
が
わ
か
る
合
言
葉
を
決
め
ま

し
ょ
う

○
相
手
の
指
示
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
な
い

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
を
返
還
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
還
付
金
が
あ
る
の
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
場
合
は
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う

　

振
り
込
み
詐
欺
は
、
家
族
を
心
配
す
る

心
に
付
け
込
ん
だ
悪
質
な
手
口
で
す
！

　

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
知
ら
な
い

人
に
お
金
を
渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

「振り込め詐欺」にご注意を

道内で約4,270万円の被害 !

主な振り込み詐欺
【オレオレ詐欺】

子どもや孫などを装ってお金を要求する詐欺
【架空請求詐欺】

覚えのない商品やサービスの代金を請求し、金品をだまし取る詐欺
【融資保証金詐欺】

資金繰りに窮した個人や中小企業者に対してお金をだまし取る詐欺
【還付金詐欺】

役所名やすでに廃止されている公的機関などの職員を装ってお金を
要求する詐欺

渡
す
前
に
ま
ず
相
談



は
一
定
期
間
経
過
後
に
回
収
し
、
排
出
者

を
特
定
す
る
た
め
に
ご
み
の
内
容
を
確
認

し
ま
す
。
名
前
な
ど
が
確
定
で
き
た
場
合

に
は
排
出
者
に
指
導
と
再
分
別
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で
も
担
当
課
に

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
排
出
ご
み
の
散
乱
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ご

み
の
散
乱
は
、
ま
ち
の
衛
生
・
美
化
や
効

率
的
な
収
集
作
業
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
同
士
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
利
用
す

る
皆
さ
ん
に
よ
る
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
は
非
常
に
優
れ
た
「
視
覚
」
に

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

　

町
内
約
５
５
０
カ
所
あ
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
一
部
で
、違
反
ご
み
の
排
出（
不

法
投
棄
・
無
分
別
）
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

同
一
町
内
会
で
も
普
段
利
用
し
な
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
排
出
す
る
方
、
他
の
町
内

会
と
思
わ
れ
る
通
り
す
が
り
の
方
、
町
指

定
ご
み
袋
以
外
の
袋
で
排
出
さ
れ
た
町
民

以
外
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
の
分
別
さ
れ
て

い
な
い
ご
み
が
排
出
さ
れ
、
近
隣
住
民
よ

り
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
違
反
ご

み
が
排
出
さ
れ
た
場
合
は
、
注
意
喚
起
と

再
分
別
を
行
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
違
反

シ
ー
ル
を
貼
り
、
一
定
期
間
回
収
を
行
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
再
分
別
さ
れ
な
い
ま
ま
長
期

間
放
置
さ
れ
る
と
、
特
に
生
ご
み
が
混
入

し
て
い
る
場
合
に
は
腐
敗
臭
や
害
虫
の
発

生
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
排
出
ス
ペ
ー
ス
が

な
く
な
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
町
と
し

て
も
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
、
再
分
別
さ
れ
な
い
違
反
ご
み

よ
っ
て
え
さ
を
探
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

記
憶
力
と
学
習
能
力
が
高
く
、
え
さ
が
あ

る
場
所
を
何
十
カ
所
も
覚
え
る
こ
と
が
で

き
、
生
ご
み
を
簡
単
に
得
ら
れ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
カ
ラ
ス
の
格
好
の
え
さ
場

と
な
り
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
に
ご
み
（
え
さ
）
を
見
つ
け
ら

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
カ
ラ
ス
に
ご

み
（
え
さ
）
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
な
物
理

的
な
対
策
を
す
る
こ
と
が
カ
ラ
ス
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
具
体
的
な
対
策
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を
守
る

　

ご
み
は
、
地
域
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
日

時
・
方
法
・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

ま
し
ょ
う
。
収
集
日
や
収
集
時
間
を
守
ら

ず
に
出
す
と
、
収
集
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

る
時
間
が
長
く
な
り
、
カ
ラ
ス
に
発
見
さ

れ
る
時
間
を
多
く
与
え
ま
す
。

②
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
で
ご
み
を

　

し
っ
か
り
と
覆
う

　

金
属
製
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ネ
ッ

ト
の
網
目
は
カ
ラ
ス
の
く
ち
ば
し
が
通
ら

な
い
程
度
の
細
か
い
も
の
を
使
い
、
ご
み

袋
が
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
ご
み
全
体
を

包
み
込
む
よ
う
に
覆
い
ま
し
ょ
う
。
ご
み

が
ネ
ッ
ト
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
と
カ
ラ

ス
が
ご
み
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
鎖
な
ど
で
お
も
り
を
つ
け
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

カ
ラ
ス
対
策
（
お
願
い
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
不
法
投
棄

　
　
　
　
　

 
マ
ナ
ー
違
反
の
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
！

堆肥

栗肥土は、役場、角田農村環
境改善センター、南部公民館
で随時販売しています。
ぜひ、ご活用ください。

【価格】
1 袋 (10kg)　300 円

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 好評販売中 !

と
、
ネ
ッ
ト
が
風
な
ど
で
め
く
れ
た
り
、

カ
ラ
ス
が
く
ち
ば
し
で
ネ
ッ
ト
を
持
ち
上

げ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

金
属
製
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
で

も
、
下
部
や
側
面
の
網
目
か
ら
ご
み
を
つ

つ
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
衣

装
ケ
ー
ス
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
設

置
し
そ
の
中
に
生
ご
み
を
入
れ
た
り
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
下
部
や
側
面
の
部
分

に
板
を
張
る
な
ど
の
対
応
に
よ
り
カ
ラ
ス

の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
対
策
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を
住
民
の
皆
さ
ん
に

守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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【
日　

程
】

　

８
月
25
日
㈭

【
場
所
お
よ
び
時
間
】

○
株
式
会
社
タ
ネ
シ
ョ
ウ

　

午
前
９
時
～
９
時
30
分

○
松
原
産
業
株
式
会
社

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

○
栗
山
警
察
署

　

午
後
０
時
30
分
～
２
時

○
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

　

８
月
に
な
り
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
心
配
な
の
は
食
中
毒
。
季
節

を
問
わ
ず
毎
日
気
を
付
け
た
い
食
中
毒
で

す
が
、
こ
の
季
節
は
特
に
菌
や
ウ
ィ
ル
ス

な
ど
の
増
殖
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
菌
を

「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ
つ

け
る
」
の
３
原
則
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
原
則
を
守
る
た
め
に
、
家
庭
で
で

き
る
食
中
毒
予
防
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

食
材
は
鮮
度
の
良
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
消
費
期
限
な
ど
の
表
示
を
見
て

購
入
し
、寄
り
道
せ
ず
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
と

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

！
【問い合わせ】　

　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

家庭でできる食中毒予防

献
血
の
お
知
ら
せ

　

購
入
し
て
き
た
食
材
は
す
ば
や
く
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
へ
。
冷
蔵
庫
の
中
身
は
７
割

程
度
に
し
、冷
気
が
全
体
に
回
る
よ
う
に
。

開
け
た
ら
す
ぐ
閉
め
、
庫
内
の
温
度
が
上

が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　

手
を
し
っ
か
り
洗
っ
て
、
清
潔
な
調
理

器
具
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。肉
・
魚
を
切
っ

た
包
丁
・
ま
な
板
は
そ
の
都
度
、
し
っ
か

り
洗
い
ま
す
。
冷
凍
品
を
解
凍
す
る
場
合

は
、
自
然
解
凍
で
は
な
く
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
解
凍
を
。

　　

台
所
は
清
潔
に
し
、
き
れ
い
な
調
理
器

具
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
加
熱
は
し
っ
か

り
と
行
い
、
肉
や
魚
は
中
心
ま
で
火
を
通

し
ま
す
。
食
材
は
使
う
と
き
に
取
り
出
す

よ
う
に
し
、
食
材
が
外
に
出
た
ま
ま
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
１

　
食
材
の
購
入
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食
事
の
前
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
調
理
後
２
時
間
以
内
に
食
べ
る
よ
う

に
し
て
、
す
ぐ
食
べ
な
い
場
合
は
、
粗あ

ら
ね
つ熱

を
と
っ
て
か
ら
冷
蔵
庫
で
保
管
を
。

　　

温
か
い
も
の
は
、
粗
熱
を
と
っ
て
か
ら

清
潔
な
容
器
に
保
存
を
。
早
く
温
度
が
下

が
る
よ
う
に
、
小
分
け
に
し
、
再
加
熱
す

る
場
合
は
、
し
っ
か
り
と
加
熱
し
て
か
ら

食
べ
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２

　
保　

存

ポ
イ
ン
ト
３

　
下
準
備

ポ
イ
ン
ト
４

　
調　

理

ポ
イ
ン
ト
５

　
食　

事

ポ
イ
ン
ト
６

　
残
っ
た
料
理

十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルで水をよ
くふきとります。できればアルコールで消毒をしましょう。

正しい手洗いを！

流水でよく手をぬらした後、
せっけんをつけ、手のひら
をよくこすります。

手の甲を伸ばすようにこす
ります。

2

4

5 6

親指と手のひらをねじり洗
いします。

指先や指と爪の間を念入り
にこすります。

手首も忘れず洗います。

指の間を洗います。

3

爪は短く切っておきましょう。手洗いの前に

1



※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

梶
整
形
外
科
医
院 

院
長

梶
　
良
行

　

私
た
ち
が
歩
く
た
め
に
は
何
が
必
要

で
し
ょ
う
か
？
最
初
に
思
い
つ
く
の
は

「
下あ

し肢
」
で
す
ね
。
体
重
を
支
え
る
下
肢

が
な
け
れ
ば
歩
け
ま
せ
ん
。
大
腿
骨
、
下

腿
骨
、
膝し

つ
が
い
こ
つ

蓋
骨
そ
れ
に
足
の
骨
で
構
成
さ

れ
た
下
肢
は
関
節
を
備
え
て
い
る
た
め
、

曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
関
節
を
動
か
す
た
め
に
は
、
力

強
い
筋
肉
（
骨
格
筋
・
随
意
筋
）
が
必
要

で
す
。
筋
肉
が
収
縮
す
る
こ
と
で
関
節
は

動
き
ま
す
。
筋
肉
に
は
関
節
を
安
定
化
さ

せ
、
衝
撃
を
吸
収
す
る
働
き
が
あ
り
、
歩

行
に
必
要
な
も
の
は
丈
夫
な
下
肢
と
力
強

い
筋
肉
と
い
え
ま
す
。

　

で
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

な
ぜ
な
ら
筋
肉
は
脳
か
ら
の
指
令
が
な
け

れ
ば
収
縮
し
な
い
か
ら
で
す
（
心
臓
の
筋

肉
は
別
で
す
が
）。
私
た
ち
の
行
動
は
全

て
脳
が
制
御
し
て
い
ま
す
。
脳
が
歩
き
た

い
と
思
わ
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
歩
け
ま

せ
ん
。
脳
の
思
い
を
筋
肉
に
伝
え
る
の
が

運
動
神
経
で
す
。
一
方
で
感
覚
神
経
は
、

歩
き
な
が
ら
目
や
耳
か
ら
得
ら
れ
た
情
報

を
脳
に
送
り
ま
す
。
脳
は
そ
の
情
報
を
元

に
、
筋
肉
に
対
し
て
最
も
適
切
な
動
か
し

方
を
指
示
す
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
元
気
に
歩
け
る
の
は
、
脳
、

神
経
、
筋
肉
、
骨
・
関
節
と
い
っ
た
運
動

器
が
互
い
に
連
携
し
て
働
い
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
も
不
都
合
が

あ
れ
ば
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

加
齢
に
伴
い
筋
肉
量
が
減
少
し
、
筋
力

が
低
下
し
て
く
る
こ
と
を
「
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
」
と
言
い
ま
す
。
握
力
が
低
下
し
、
歩

行
速
度
も
遅
く
な
っ
て
、
信
号
が
青
の
う

ち
に
横
断
歩
道
を
渡
り
き
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
で
は
筋
線

維
の
う
ち
速
筋
（
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
‐
２
線
維
）

の
萎
縮
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
素

早
い
動
き
の
能
力
の
低
下
に
結
び
つ
く
変

化
で
す
か
ら
、
高
齢
者
の
転
倒
と
の
関
連

が
推
察
で
き
ま
す
。

　

骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
は
、
四
肢
の
骨
折
や
椎つ

い
た
い体

骨

折
後
の
脊せ

き
ち
ゅ
う柱

変
形
に
よ
り
、
運
動
器
の
障

害
を
引
き
起
こ
す
疾
患
で
す
が
、
骨
粗
鬆

症
に
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
合
併
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
は
よ
く
使
う

と
肥
大
し
、
使
わ
な
い
で
い
る
と
萎
縮
し

ま
す
。
ま
た
、
骨
は
荷
重
を
か
け
る
こ
と

で
丈
夫
に
な
る
の
で
、
若
い
う
ち
か
ら
運

動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
筋
肉
や
骨
を
丈
夫

に
し
て
お
く
こ
と
が
歩
き
続
け
る
た
め
に

重
要
で
す
。

　

腰
や
膝
の
関
節
に
障
害
が
あ
る
と
歩
行

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
関
節
の
軟
骨
や
腰

の
椎
間
板
は
、
衝
撃
を
吸
収
し
、
動
き
を

滑
ら
か
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
血

管
や
神
経
が
な
い
た
め
一
度
損
傷
す
る
と

修
復
さ
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
軟
骨
や
椎
間
板
は
荷
重
を
か
け
す
ぎ

る
と
摩
耗
し
破
損
す
る
た
め
、
激
し
す
ぎ

る
運
動
や
重
量
物
を
扱
う
仕
事
で
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
栗
山
町
も
高
齢
化
が
進

み
、
全
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が

36
・
８
％
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
28
年
１

月
１
日
現
在
）。
65
歳
以
上
の
９
％
が
３

年
間
で
要
介
護
に
移
行
す
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
（
吉
村
典
子
ほ
か
：
日
本
公
衆

衛
生
学
雑
誌
57
）。
栗
山
町
の
高
齢
者
数

は
４
５
７
４
人
で
す
か
ら
約
４
１
２
人
が

要
介
護
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

運
動
器
の
傷
害
に
よ
っ
て
介
護
・
介
助

が
必
要
な
状
態
、
ま
た
は
そ
う
な
る
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
状
態
を
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
症
候
群
（
ロ
コ
モ
）」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
歩
行
機
能
の
低
下
し
た
人

は
、
要
介
護
に
移
行
す
る
危
険
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
歳
を
と
っ
て
も
自
分
の
足
で

歩
け
る
こ
と
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
り
ま
す
。
超
高
齢
社
会
の
今
こ
そ
、
ロ

コ
モ
に
対
す
る
対
策
と
予
防
が
重
要
な
課

題
と
言
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
「
ロ
コ
モ
生
活
者
意
識
全
国
調
査
」
に

よ
る
と
、
ロ
コ
モ
の
認
知
度
は
平
成
27
年

に
44
・
５
％
ま
で
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、

高
年
層
が
多
く
を
占
め
、
若
い
世
代
に
対

す
る
周
知
は
不
十
分
で
す
。
次
回
は
、
ロ

コ
モ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
話
し
を
し
ま
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
症
候
群
（
ロ
コ
モ
）
の
は
な
し

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は

元
気
に
歩
く
た
め
に

ロ
コ
モ
に
対
す
る
対
策
と
予
防

医
療
法
人
社
団
サ
ン
ラ
イ
ン
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くりやま まつり夏
　7 月 22 日・23 日の２日間、駅前通り商店街を舞台に「第 41 回くりやま夏まつり」が
行われました。郷土芸能パレードや活みこし、20 団体が集結した全道和太鼓フェスティ
バルなど多数のイベントを開催。商店街イベント広場では、個性豊かなステージ発表で夏
まつりを盛り上げました。
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

　町内運動会シーズンをしめくくる、栗山めぐみ幼稚園
（圓成眞生子園長）の運動会が 7 月 9 日、栗山小学校グ
ラウンドで行われました。同園で伝統の「組体操」や、
親子で行う「ちょきちょきぺたぺたいただきま～す」な
ど全 14 種目が行われ、園児たちは練習の成果を発揮し、
元気に会場を駆け回りました。かわいらしい子どもたち
の姿をビデオに収めようとカメラ片手の保護者も多く、
観客席からは大きな声援と拍手が送られました。

気に駆け回る
めぐみ幼稚園運動会元

　第 56 回全町ソフトボール大会の決勝戦が 6 月 28 日、
運動公園で行われました。決勝に進んだのは、大会 2
連覇のかかる「10 区・西区連合」と若手農業者を中心
とした「阿野呂連合」。 序盤は、10 区・西区連合が試
合をリードしていましたが、中盤以降、ホームランなど
で得点を重ねた阿野呂連合が 23 対 10 で勝利し、初め
ての優勝旗を手にしました。

　優れた担い手の確保と、地域リーダー育成を目的に栗
山町農業振興公社が主催する「くりやま農業未来塾」の
第 8 期開塾式が 6 月 29 日、役場会議室で行われました。
今回 8 期生となったのは町内の若手農業者 6 人。開塾
にあたって椿原紀昭町長は「2 年間の研修で一回り成長
し、地域のリーダーとして活躍することを期待します」
と塾生を激励しました。この後、6 人が一人ずつ抱負を
述べ、継立の清水哲矢さんは「この 2 年間を実りある
ものにしていきたいです」と話していました。

野呂連合が初優勝
全町ソフトボール大会阿

業リーダーになって
農業未来塾開塾式農

り魅力的なまちに
町民組織メンバーを委嘱よ

　くりやま若者シティプロモーション事業町民組織メン
バーの委嘱状交付式とオリエンテーションが 7 月 7 日、
カルチャープラザ「Eki」で行われました。町民組織は、
若者、子育て、学生の 3 チームで構成され、15 人のメ
ンバーが 9 月まで 5 回程度、ワークショップなどで栗
山町の魅力探しを行います。奥尻町から移住された若者
チームの三浦浩さんは「3 チームでディスカッションを
して、どうしたらより魅力的なまちになるのかを考えた
い」とまちづくりに対する思いを語ってくれました。

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索
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　栗山高校（塩﨑学校長 ) の学校祭が７月 9 日と 10 日
の 2 日間行われました。今年のテーマは『拍

はくしゅかっさい

手勝祭』
～ No Pain,No Gain ～。9 日の開祭式後、生徒たちは高
校前を出発し、駅前通り商店街などで仮装パレードを実
施。栗山小学校グラウンドではデモンストレーションが
行われました。多くの保護者や町民が見守る中、生徒た
ちは、クラスごとに趣向を凝らした衣装やパフォーマン
スを披露。会場からは大きな拍手が送られていました。

栗山町 検索

　有限会社朝倉自動車油圧（三好信之代表）ら 14 社か
らなる札幌自動車整備振興会南空知支部が 7 月 12 日、
総合福祉センター「しゃるる」で車いす出張無料点検を
行いました。3 回目となる今年は初めて栗山町で開催。
町内公共施設で使用している車いす約 20 台が点検され
ました。参加した作業員 14 人は 9 つのチェックポイン
トを確認し、約 1 時間かけて 1 台 1 台丁寧に点検。三
好代表は「この点検結果を修理の参考にしてほしいです。
来年度も栗山町で点検を行います」と話していました。

　栗山町老人クラブ連合会（吉田輝雄会長）が７月 13 日、
桜丘の国道 234 号線（栗山公園前）で交通安全の啓発
活動を行いました。この活動は、『夏の交通安全運動期
間』にあわせて実施するもので、同会会員約 80 人が参加。
栗山自動車学校の職員や栗山警察署の橘井賢交通課係長
も応援に駆け付け、「スピードダウン」や「シートベル
ト着用」と書かれた旗を手に通過車両に安全運転を呼び
かけました。吉田会長は「若者だけでなく高齢者も運転
者としての自覚を持ってほしい」と話していました。

向を凝らした衣装を披露
第68回栗高祭仮装パレード趣

転者としての自覚を
老人クラブ連合会がイエロー作戦運

心して車椅子に乗って
車いす出張無料点検安

びの成果を発表
介護福祉学校で実習報告会学

　町立北海道介護福祉学校（坪田弘校長）で 7 月 20 日、
同校 2 年生 30 人が 7 週間におよぶ介護福祉実習を終え、
その学びを発表する報告会が開かれました。特別養護老
人ホームなどで学んだことを、学生ごとに「コミュニケー
ション」「個別的介護」「ご利用者との日々のかかわり」
のテーマごとに発表。その後、全体での意見交換や討論
が行われました。毎年、この報告会は自由に見学できる

「地域公開授業」となっており、介護施設関係者など約
30 人が参観し、報告内容を聞き入っていました。

栗山町 検索
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【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320
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　引き続き受給の対象になるか審査するため、年に一度現況届が必要です。町から
送付される書類を提出してください。期限までに提出されない場合、8 月以降の手当
が受けられなくなりますのでご注意ください。
◆受付期間　　
　（児 童 扶 養 手 当 現 況 届）8 月 1 日㈪～ 31 日㈬
　（特別児童扶養手当所得状況届）8 月 12 日㈮～ 9 月 9 日㈮
◆提出先・問い合わせ　町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

【児童扶養手当・特別児童扶養手当（支給要件、所得制限あり）】
○児童扶養手当～離婚などで、ひとり親になった場合、18 歳未満の児童を養育して
　　　　　　　　いる父や母（養育者）に対して支給
○特別児童扶養手当～障がいをもっている児童を養育している保護者に支給

　　　   児童扶養手当の加算額が変わります
　8 月 1 日より「児童扶養手当法」が一部改正され、加算額が変わります。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
日
頃
の
口

腔
ケ
ア
習
慣
を
育

成
し
、
８
０
２
０

運
動
（
80
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保

つ
）
の
一
環
と
し
て
子
ど
も
の
頃
か
ら

健
康
な
歯
を
維
持
し
続
け
る
よ
う
、
歯

科
保
健
の
知
識
を
啓
発
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
、
北
海
道
、
歯
科

医
師
会
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
、
３
歳

児
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児
と

そ
の
親
の
う
ち
、
む
し
歯
が
な
く
清
掃

状
態
が
良
好
な
ど
の
選
考
基
準
を
満
た

し
て
い
る
親
子
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
内
在
住
の
鵜
川
獅し

の之
く

ん
と
お
母
さ
ん
の
智
恵
子
さ
ん
が
、
見

事
、
北
海
道
１
位
で
あ
る
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
27
年
度
３

歳
児
歯
科
健
康
診
査
受
診
者
数
は
約

３
万
５
千
人
）

北海道 1 位に輝いた鵜川獅
之くんとお母さんの智恵子
さん

平成 28 年 4 月分～ 平成 28 年 8 月分～

子どもが 1 人の場合 全部支給　42,330 円
一部支給　42,320 円～ 9,990 円

全部支給　42,330 円
一部支給　42,320 円～ 9,990 円
※変更なし

子ども 2 人目の加算額 定額　5,000 円 全部支給　10,000 円
一部支給　9,990 円～ 5,000 円

子ども 3 人目以降の加算額
（1 人につき） 定額　3,000 円 全部支給　6,000 円

一部支給　5,990 円～ 3,000 円

児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給されている方へ児童扶養手当 ・ 特別児童扶養手当を受給されている方へ児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給されている方へ

注目！

※全部支給・一部支給の額は、所得に応じて決定されます。

田中 康雄氏講演会

　近年、不登校・引きこもり・発達障がい・虐待や
SNS などネット社会の中で、子どもたちを取り巻く環
境は大きく変化し、厳しさを増してきています。この
現状の中で大人はどんな関わり・見守りができるのか。
皆さんで考えてみませんか？
◆日　時　9 月 4 日㈰　14：00 ～ 16：00
◆場　所　総合福祉センター「しゃるる」大ホール
◆講　師　こころとそだちのクリニックむすびめ
　　　　　院長　田中　康雄 氏
◆参加費　無料　※託児あり 1 人 300 円（要予約）

【講師紹介】 

発達障がい研究・治療のエキ
スパート。登録患者数は 1,000
人を超え、子どもから大人ま
で幅広い層の患者やその家族
と真摯に向き合い、話を聞き
ながら治療を進めている。実
際、本町の方も多数受診して
いるが、なかなか予約が取れ
ない状況。

◆問い合わせ
　町子ども発達サポートセンター　☎ 73-2260

田中 康雄氏生きづらさを抱えた子どもたちに寄り添って
　　　　　　　　　　　　　～理解と支援～

コンクールで

☆おめでと
う☆

ございま
す！

全道 1 位に！

親と子のよい歯



　

ぽけっと・クラブ
パッチワーク展

　メンバー 31 人によるたくさんの作品

を展示しています。ぜひご足を運んで

ください。

期　間／ 8 月 10 日㈬まで

【ドングリブローチ・ストラップ
手作り講習会】

日　時／ 8 月 5 日㈮　13：00~16：00

材料費／ 300 円（事前申し込み不要）

栗山陶芸同好会作品展
　会員 35 人の力作をぜひ見に来てくだ

さい。

期　間／ 8 月 13 日㈯～ 27 日㈯

大好評！手打ちそば
※限定30食

★今月の「そばの日」　
　8 月 5 日・12 日・19 日・26 日
　（毎週金曜日　11：00 ～）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展示会

などでのご利用をお待ちしています。

　まずはご相談ください！ 

ま ち の ひ ろ ば

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室 です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.101

栗山公園
だより

★☆☆うさぎふれあいタイム☆☆★★☆★うさぎふれあいタイム★☆★★☆★うさぎふれあいタイム★☆★

夏休み、お盆休みに参加しませんか
ニンジンを食べさせてあげる

「パクパクタイム」も同時開催しています‼

・無料回収をうたって巡回している廃品回収業者に依頼しても、
積み込む時に料金を請求されるケースがあるので注意しま
しょう。
・粗大ごみや不用品の処分は、町のルールに従って行いましょ
う。処分について不明な点がある際は、町に確認しましょう。

■アドバイス

【国民生活センター相談事例】
　「無料」とアナウンスしながらトラック
で巡回している業者を呼び止め、廃品回収
を依頼した。作業前に無料であることを確
認したが、不用品を軽トラックに積み終えたとたんに 6 万円を請求
された。話が違うと抗議したが、「回収代金は無料だが、積み込み
料金は発生する」と言われた。しつこく請求されたので、仕方なく
手持ちの 3 千円だけ支払った。残金は近いうちに取りに行くと言わ
れたが、支払わなければならないのか。領収書もないし、業者の電
話番号もわからない。（60 歳代女性）

「無料」のはずが 6万円
廃品回収サービスのトラブル

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント8月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

毎年、大人気の「うさぎふれあいタイム」を今年も行います‼
普段は入ることのできないうさぎ小屋の中に入り、
直接うさぎに触れる、貴重な体験ができます★
かわいいうさぎたちが皆さんを出迎えてくれますよ♪
★日　時　8 月 1 日㈪から 31 日㈬までの土・日・祝日
★場　所　なかよし動物園
★時　間　10：00 ～ 10：30
★料　金　無料
※混雑時には時間制限、雨天時には中止になることがあります。
　詳しくは、栗山公園スタッフまでお問い合わせください。
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く
ら
し

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
耐

震
改
修
お
よ
び
老
朽
住
宅
の
解
体
工

事
に
よ
り
住
環
境
を
改
善
す
る
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。 

◆
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
住
宅
を

所
有
し
て
お
り
、
町
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

※
工
事
後
、
本
町
に
移
住
予
定
の
場
合
や

解
体
工
事
の
場
合
は
町
外
の
方
も
対
象

◆
助
成
額

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

工
事
費
の
３
割
（
10
万
円
以
上
の
工

事
で
助
成
の
限
度
額
は
30
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事 

工
事
費
の
2
割
（
50
万
円
以
上
の
工

事
で
助
成
の
限
度
額
は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

工
事
費
の
2
割
（
50
万
円
以
上
の
工

事
で
助
成
の
限
度
額
は
20
万
円
）

◆
対
象
工
事

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
ま
た
は

町
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
所
で
、

と
も
に
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い

る
事
業
所
が
施
工
す
る
工
事 

※
工
事
着
工
前
に
申
請

◆
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
3

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
例

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
退

職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
国
の
制
度
な
の

で
安
全
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者　

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛

金　

日
額
３
１
０
円

◆
問
い
合
わ
せ

建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
２
６
１
）
６
１
８
６

8
月
31
日
は
個
人
事
業
税
第
１
期
分

の
納
期
限
で
す

個
人
事
業
税
の
納
税
通
知
書
は
第

1
期
分
と
第
2
期
分
を
併
せ
て
8
月

10
日
㈬
に
発
送
し
ま
す
。

※
個
人
事
業
税
は
8
月
（
第
１
期
）
と
11

月
（
第
２
期
）
の
2
回
に
分
け
て
納

め
る

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
０
５
５

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
か
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
お
薬
代
の
負

担
軽
減
や
健
康
保
険
財
政
の
改
善
に
つ

な
が
り
、
今
後
の
医
療
費
や
保
険
料
率

の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
処
方
に
つ

い
て
ご
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
問
い
合
わ
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
（
7
２
6
）
0
3
5
2

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情

審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
「
苦
情
審
査

委
員
」
が
中
立
的
な
立
場
で
、
道
の
機

関
に
対
し
、必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備

な
点
や
制
度
の
問
題
が
あ
る
と
き
は
、

是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

栗山町内の景観写真を大募集！
住所年齢問わず誰でも応募可能

（平成２９年４月３０日締切）
グランプリには２万円相当の
町特産物を贈呈！こども賞アリ！
facebook などのＳＮＳからも応募可
詳しくは町ホームページまで

【問い合わせ】
町建設水道課　☎ 73-7513

募集開始第 3 回
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

が
見
え
る
、
大
粒
の
雨
や
ひ
ょ
う
が

降
り
出
す
な
ど
は
、
積
乱
雲
が
発
達

し
て
い
る
し
る
し
で
す

・
川
の
水
か
さ
が
増
え
る
、
濁
る
、
落
ち
葉

や
流
木
が
流
れ
て
く
る
な
ど
は
、
上
流

で
大
雨
と
な
っ
て
い
る
し
る
し
で
す
。

・
気
象
情
報
や
周
囲
の
様
子
で
危
険
を
感

じ
た
ら
、
迅
速
に
危
険
を
避
け
る
行

動
を
と
る

・
川
の
中
や
そ
ば
に
い
る
と
き
は
、
す
ぐ

に
川
か
ら
離
れ
る

・
地
下
室
や
地
下
の
工
事
現
場
な
ど
に
い

る
と
き
は
、
水
が
集
ま
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
す
ぐ
に
地
上
へ
移
動
す
る

・
道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
、
水
の
集

ま
り
や
す
い
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

◆
問
い
合
わ
せ　

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所　

☎
0
1
1
（
6
1
1
）
0
1
7
0

◆
申
立
方
法

苦
情
申
立
書
に
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
申
立
書
は
各
窓
口
で
の
受
け
取
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可

◆
申
立
先
・
問
い
合
わ
せ

・
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

〒
0
6
0
―
8
5
8
8

　

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
6
丁
目

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
5
5
2
3

℻
０
１
１
（
2
4
1
）
8
1
8
1

Ｅ
メ
ー
ル

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.

lg.jp

・
空
知
総
合
振
興
局 

道
政
相
談
室

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
0
0
1
3

　

℻
０
１
２
６
（
２
５
）
5
5
8
8

局
地
的
大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

夏
に
な
る
と
発
達
し
た
積
乱
雲
が

現
れ
ま
す
。
積
乱
雲
は
、
高
さ
10
数
ｋ

ｍ
、
水
平
方
向
の
広
が
り
は
数
ｋ
ｍ
～

10
数
ｋ
ｍ
の
雨
雲
で
す
。
30
分
か
ら
1

時
間
程
で
衰
弱
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

短
い
時
間
で
狭
い
地
域
に
、
バ
ケ
ツ
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
を
降
ら
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
達
し
た
積
乱
雲
か
ら
降
る
、
こ

の
よ
う
な
雨
を
「
局
地
的
大
雨
」
と

言
い
ま
す
。

局
地
的
大
雨
は
、
雨
水
が
集
ま

る
川
や
、
周
囲
よ
り
低
い
土
地
な
ど

で
は
、
急
激
に
水
か
さ
が
増
え
た
り

浸
水
す
る
な
ど
し
て
、
総
雨
量
が
少

な
く
て
も
わ
ず
か
10
数
分
で
危
険
な

状
態
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
「
大
気
の
状
態
が

不
安
定
で
す
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
場
合
に
は
局
地
的
大
雨
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
局
地
的
大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
、
今
い
る
場

所
に
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
か
を
知
る

・
周
囲
よ
り
低
い
土
地
で
水
が
集
ま
っ
て

く
る
こ
と
は
な
い
か

・
河
原
な
ど
で
急
に
水
か
さ
が
増
す
こ
と

は
な
い
か

・
過
去
に
水
害
が
起
き
て
い
な
い
か

・
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
、
空
や
川

の
変
化
の
様
子
を
観
察
す
る

・
雷
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と
き
は

要
注
意

・
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
周
り
が
急
に
暗

く
な
る
。
雷
鳴
が
聞
こ
え
る
、
雷
光

国 民 年 金

クレジットカード納付ができます
　国民年金保険料の納付にクレジットカードを
利用できます。納付できる保険料は、「定額保険
料」または「付加保険料込の定額保険料」のい
ずれかです。
　保険料の納付方法は「毎月納付」、「６か月前納」
および「１年前納」の中からお選びください。（い
ずれの場合もカード会社へ分割払いはできません）
　希望される方は町住民生活課備え付けの「国
民年金保険料クレジットカード納付申出書」を
提出してください。
※過去の未払い分の納付や保険料の一部を免除

されている場合はクレジットカードの利用不
可

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ
☎ 73-7509

7 月 1 日から「納付猶予制度」が
50 歳未満に拡大されました

　本人（30 歳未満で学生でない方）および配偶
者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険
料の納付が猶予される「納付猶予制度」は、７
月１日から本人の対象年齢が３０歳未満から
５０歳未満に拡大されました。
　保険料を納めることが経済的に難しい場合は、
保険料を未納のままにしないで納付猶予の申請

をしてください。

アイヌの方々からのさまざまなご相談をお受けします 
相談専用電話

フリーダイヤル　０１２０－７７１－２０８
受付　　月曜日～金曜日

（※祝日、12/29-1/3 を除く）
時間　　         9:00~17:00

●相談無料　●匿名可　●秘密厳守
公益財団法人　人権教育啓発推進センター
〒 105-0012 
東京都港区芝大門 2-10-12  KDX 芝大門ビル  4 階
※本相談事業は、公益財団法人人権教育啓発推進

センターが、厚生労働省の生活相談充実事業に
より実施

8
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
August
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町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます。

介 護 保 険 料　　　　　②期

後期高齢者医療保険料　　　②期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　②期

町 道 民 税　　　　　②期

}8 月 31 日（水）

く
り
や
ま
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

◆
日　
　

時　

　

8
月
15
日
㈪　

午
後
6
時
～
9
時

※
雨
天
順
延

◆
場　
　

所　

ご
縁
広
場（
松
風
２
丁
目
）

◆
仮
装
大
会
に
つ
い
て

【
子
ど
も
の
部
】　

午
後
6
時
～
7
時

・
団
体
優
勝　
　

1
万
円

・
団
体
準
優
勝　

５
千
円

　
（
賞
金
は
現
金
・
商
品
券
で
半
額
ず
つ
）

・
個
人
優
勝　
　

3
千
円
（
商
品
券
）

・
参
加
賞　
　
　

5
0
0
円
（
商
品
券
）

【
一
般
の
部
】　

午
後
７
時
～
8
時
45
分

・
団
体
優
勝　
　

６
万
円

・
団
体
準
優
勝　

３
万
円

・
個
人
優
勝　
　

２
万
円

・
個
人
準
優
勝　

１
万
円

　
（
賞
金
は
現
金
・
商
品
券
で
半
額
ず
つ
）

・
団
体
参
加
賞　

５
千
円
（
現
金
）

・
参
加
賞　
　
　

千
円
（
現
金
）

※
商
品
券
は
、
く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
商
店
会
連
絡
協
議
会　

磯
見

☎
�
0
2
0
5

　

『
原
爆
と
人
間
』パ
ネ
ル
展

◆
日
時
・
内
容

８
月
3
日
㈬
～
7
日
㈰

 

午
前
10
時
～
午
後
5
時

※
７
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
」

◆
場
　
　
所

町
図
書
館

◆
参
加
料

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

原
水
爆
禁
止
栗
山
協
議
会　

佐
藤

☎
�
２
１
５
８

栗
山
町
戦
没
者
追
悼
式

先
の
大
戦
を
は
じ
め
と
す
る
幾
多
の

戦
禍
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者

を
追
悼
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
戦
没
者
追

悼
式
を
行
い
ま
す
。
ご
遺
族
の
方
の

み
な
ら
ず
、
一
般
の
方
も
参
列
で
き

ま
す
。

◆
日　
　

時　

8
月
20
日
㈯　

受
付　
　

午
前
10
時
～

追
悼
式　

午
前
10
時
30
分
～

◆
場　
　

所

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
2
2
2

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
設

【
町
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
委
託
事
業
】

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」と
は
、認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
、地
域
住
民
が
互
い

の
情
報
を
交
換
し
合
う
こ
と
で
不
安

を
取
り
除
き「
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
」

憩
い
の
場
で
す
。

◆
日　
　

時

8
月
17
日
㈬

◆
場　
　

所

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

◆
問
い
合
わ
せ

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

☎
�
２
6
0
0

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日　
　

時　

9
月
6
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
見
学
場
所

・
な
ん
ぽ
ろ
温
泉
ハ
ー
ト
&
ハ
ー
ト
、
郷

土
文
化
伝
承
室
（
南
幌
町
）

・
色
彩
館
、
松
島
正
幸
記
念
館
、
こ
ぶ
志

陶
芸
館
（
岩
見
沢
市
）

◆
参
加
料

・
大　

人　
　

２
１
０
０
円

・
小　

人　
　

１
１
５
０
円

※
入
場
料
、
昼
食
代
、
入
湯
料
含
む

◆
申
込
期
間　

　

8
月
８
日
㈪
～
26
日
㈮

◆
定　
　

員　

10
人

※
参
加
者
少
数
の
場
合
は
中
止
と
な
る
場

合
あ
り

◆
集
合
場
所　
　

　

栗
山
町
役
場
新
庁
舎
前

※
申
込
者
に
は
後
日
詳
し
い
案
内
を
送
付

◆
主　
　

催　

催
し

北海道介護福祉学校　学校祭
テーマ「天真爛漫」～ありのままの気持ちで～
■日時
　8 月 27 日（土）10：00 ～ 15：30
■場所 
　北海道介護福祉学校
■内容
　介護技術実演、フィンランド留学生発表、
　手話サークル発表、バザーなど
■問い合わせ
　北海道介護福祉学校　☎ 72-6060
※お気軽にお越しください。

242016. 8　広報くりやま   



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

講
習

　

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
２

第
31
回
月
形
矯
正
展

◆
日　
　

時　

９
月
25
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
場　
　

所

月
形
刑
務
所
（
月
形
町
１
０
１
１
番
地
）

◆
内　
　

容

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
と
施
設

見
学
、
家
具
特
価
品
多
数
出
展
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

月
形
刑
務
所
作
業
部
門
（
直
通
）

☎
０
１
２
６
（
５
３
）
３
２
３
５

や
さ
し
い
精
神
保
健
基
礎
講
座

◆
内　
　

容　

精
神
保
健
に
関
す
る
講
話
、
当
事
者
お

よ
び
家
族
の
話
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

の
話
を
聞
き
、皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。

◆
日　
　

時　

9
月
7
日
㈬
～
10
月
5
日
㈬

毎
週
水
曜
日

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分　

全
５
回

◆
場　
　

所

岩
見
沢
広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
岩
見
沢
市
11
条
西
3
丁
目
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
申
込
期
間　

８
月
8
日
㈪
～
19
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
精
神
保
健
協
会
事
務
局

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
２

幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
の
開

催
に
つ
い
て

◆
日　
　

時　

9
月
3
日
㈯
・
10
日
㈯

午
前
9
時
～
午
後
５
時

◆
場　
　

所

栗
山
赤
十
字
病
院　

２
階  

会
議
室

◆
内　
　

容

幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
や
病

気
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
万
が

一
の
場
合
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ

け
、
事
故
防
止
の
考
え
の
普
及
を
目

的
と
し
ま
す
。
幼
児
期
の
A
E
D
の

技
術
を
指
導
し
ま
す
。

◆
費　
　

用　

1
8
0
0
円

◆
申
込
期
限　

8
月
25
日
㈭
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院　

外
来　

成
田

☎
�
1
0
1
5

節水にご協力を
　きれいな水は貴重な資源です。無限では

ありません。

　普段何げなく蛇口をひねって当たり前の

ように出てくる水ですが、日常生活に欠か

すことのできない大切なものです。

　そんな大切な水ですが、少しの工夫と努

力で節約することができます。それぞれの

家庭での少しの節水が、全体で大きな節水

となり、大切な水資源を枯渇から守ること

ができます。

　また、節水することにより、

毎月支払う水道料金が安くな

りますので家計にも大きな効

果があります。

　ぜひ、皆さんのご協力をお

願いします。

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

節水のポイント

①洗濯にはお風呂の残り湯を利用しま
しょう（くみ上げ用のポンプを活用す
ると便利です）

②歯を磨くときや手を洗うとき、水を出
しっ放しにするのはやめましょう

③汚れのひどい食器は、新聞紙などのい
らない紙で汚れを拭き取ってから洗う
と、少量の水ですすぐことができます

④食器を洗うときには、おけに水を溜め
てつけ置き洗いを行い、ゆすぐときに
だけ適切な水を流して洗いましょう

【問い合わせ】町総務課総務グループ  ☎72-1111

月は強調月間

北方領土返還要求運動

一日も早い返還の
実現に向けて…

８

8
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
August
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北
海
道
警
察
官
募
集

◆
試
験
区
分
・
受
験
資
格

◇
Ａ
区
分

・
学
歴　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
29
年
3
月
卒
業
見
込
の
方
を
含
む
）

◇
Ｂ
区
分

・
学
歴　

Ａ
区
分
以
外
の
方

◆
年　
　

齢

　

昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
11
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
受
付
期
間　
　

８
月
1
日
㈪
～
26
日
㈮

※
電
子
申
請
は
、
８
月
1
日
㈪
か
ら
24
日

㈬
の
午
後
５
時
半
ま
で

◆
1
次
試
験
日　
　

９
月
18
日
㈰

◆
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　
　
　

40
人

・
男
性
Ｂ
区
分　
　
　

150
人

・
女
性
A
区
分　
　
　

20
人

・
女
性
Ｂ
区
分　
　
　

40
人

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
1
1
0（
内
線
２
１
１
）

第
47
回
く
り
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◆
日

時

　

9
月
4
日
㈰　

雨
天
決
行

・
選
手
受
付　

午
前
8
時
～
8
時
45
分

・
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

◆
場

所　

町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
広
場

◆
対

象　

小
学
5
年
生
以
上　

◆
種

目

・
３
㎞
小
学
5
・
6
年
生
（
男
女
別
）

・
6
㎞
中
学
生
以
上
（
男
女
年
齢
区
分
別
）

・ 

10
㎞
高
校
生
以
上
（
男
女
年
齢
区
分
別
）

◆
参
加
料　

・
小
中
学
生　
　
　
　

３
０
０
円

・
高
校
生
・
一
般　
　

２
千
円

◆
申
込
方
法
・
期
限　

　

要
項
添
付
の
郵
便
振
替
払
込
取
扱
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
8
月
14
日
㈰

ま
で
に
参
加
料
を
振
り
込
み
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
口
座
番
号

0
2
7
8
0
―
7
―
2
4
3
7

・
口
座
名
義　

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会

理
事
長　

小
林　

☎
�
4
1
1
4

一
心
書
道
展
出
品
者
募
集

◆
日　
　

時

11
月
10
日
㈭
～
13
日
㈰

◆
場　
　

所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ　
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
出
品
資
格

書
道
を
愛
す
る
近
隣
市
町
村
の
方

◆
出
品
作
品
の
形
式
、
大
き
さ
、
点
数

・
書
作
品
（
漢
字
・
か
な
・
近
代
詩
・
墨

象
・
篆
刻
・
刻
字
）

・
裏
打
ち
し
額
装
ま
た
は
軸
装
し
た
も
の

・
全
紙
（
縦
）
の
幅
以
内

・
ひ
と
り
1
点

◆
出
品
料　

２
千
円

◆
募
集
期
限　

8
月
25
日
㈭
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局　

杉
本

☎
�
５
８
２
７

栗
山
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
Ｋ
リ
ー
グ
」

（
８
人
制
）

◆
日　
　

時　

　

8
月
27
日
㈯
・
9
月
3
日
㈯
・
10
日
㈯

　

午
後
6
時
～
9
時

◆
場

所

　

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
対

象　
　
　

中
学
生
以
上
の
町
内
在
住
の
方
ま
た

は　

町
内
勤
務
の
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

◆
参
加
料

　

栗
山
協
会
登
録
チ
ー
ム　
　

7
千
円

　

栗
山
協
会
未
登
録
チ
ー
ム　

1
万
円

◆
申
込
期
限　

8
月
6
日
㈯

◆
監
督
会
議
・
抽
選
会

8
月
10
日
㈬　

午
後
7
時
～

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

※
参
加
チ
ー
ム
は
必
ず
出
席

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
サ
ッ
カ
ー
協
会　

住
友　

☎
０
９
０
（
８
９
０
６
）
５
８
４
１

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生　

◇
受　
　

付　

通
年

（
女
子
は
８
月
１
日
㈪
～
９
月
８
日
㈭
）

◇
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
一
般
曹
候
補
生　

◇
受　
　

付　

８
月
１
日
㈪
～
９
月
８
日
㈭

◇
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
航
空
学
生　

◇
受　
　

付　

８
月
１
日
㈪
～
９
月
８
日
㈭

◇
受
験
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満

◆
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
（
医

科
・
看
護
科
）
学
生
募
集　

◇
受　
　

付　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

◇
受
験
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵
庭
地
域

事
務
所

　

☎
０
１
２
３（
３
４
）５
４
３
８

募
集
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

相
談

ご
厚
意

4/1 ～ 7/15 までの総数
8,958 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

104,867,587 円
平成 28 年度  ふるさと応援寄附

臨
時
調
理
員
募
集

　
　

町
で
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

調
理
員
を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
賃
金
形
態　

時
間
給
8
0
5
円

◆
就
業
時
間　

月
～
木
曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

金
曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
3
時
30
分

◆
就
業
日　

月
10
日
程
度（
実
働
日
数
）

※
学
校
休
校
日
は
原
則
休
日　

◆
採
用
日　

9
月
1
日
㈭
予
定

◆
対　

象

20
歳
～
50
歳
の
町
内
在
住
の
方

※
調
理
師
の
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

◆
提
出
期
限

市
販
の
履
歴
書
を
８
月
15
日
㈪
ま
で

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
�
0
１
8
９

無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
律
で
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

８
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る

30
分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

8
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所

（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対　
　

象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
、
ま
た
は
そ

の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

健
康
支
援
係

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

　

町
へ

【
金
一
封
】

◆
一
般
寄
附
金
（
総
務
寄
付
金
）
と
し
て

◇
山
﨑　

直
樹
さ
ん
（
松
風
３
）

◇
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
北
海
道
株
式
会
社

（
出
戸　

信
成
代
表
取
締
社
長
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
慰　

問
】

◇
松
本　

貴
子
さ
ん
（
栗
山
町
）

◇
Ａ
Ｙ
Ａ
さ
ん　
　
（
札
幌
市
）

◇
宝
玉
蓮
と
麦
の
会　
　
（
札
幌
市
）

◇
継
立
ま
つ
ば
保
育
園　
（
栗
山
町
）

◇
教
覚
寺
住
職　

　

萩
山　

教
英
さ
ん　
　
（
栗
山
町
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田　

清
美
会
長
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
栗
山
店
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
コ
ポ
ロ
の
会

◇
あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア

◇
カ
モ
ミ
ー
ル

◇
日
赤
奉
仕
団

◇
中
川
貞
男
さ
ん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
栗
山
詩
吟
愛
好
会

【
6
月
16
日
～
7
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏　

 

名　

    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

鵜
川
豪ご

う生 

6/6

錦
古
里
大そ

ら空 

6/16

尾
美
詩う

た
ほ穂 

6/22

後
藤
彩あ

や
な那 

6/22

平
村
彩あ

や
め姫 

7/4

勇

樹

智
恵
子

和

宣

さ
お
り

秀

人

綾

子

茂

章

恵

理

光

平

奈
津
美

お
め
で
た御

園

松
風
２

松
風
４

朝
日
３

朝
日
４

【
6
月
16
日
～
7
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　  

氏　

名　

   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

森
フ
ジ
ヱ 

95 

6/15 

武

博

櫻
田
利
晴 

84 

6/22 

本

人

山
本
フ
ミ 

88 

6/24 

本

人

中
島
瑠
美
子 

81 

6/24 

昌

一

中
山
金
文 

73 

6/26 

本

人

鍋
澤
忠
司 

83 

6/30 

本

人

稲
葉
フ
ミ
ノ 

100 

7/3 

幡

男

後
藤
セ
ツ 

86 

7/4 

卓

摩

藤

田

實 

86 

7/8 

本

人

鈴
木
俊
夫 

79 

7/10 

本

人

佐
藤
榮
吉 

93 

7/14 

本

人

お
く
や
み中

央
４

中
央
３

松
風
３

南
学
田

中
央
４

角

田

朝
日
３

継

立

桜

山

松
風
２

継

立

【
お
詫
び
】

　「
広
報
く
り
や
ま
」
7
月
号
（
平
成
28

年
7
月
1
日
発
行
）
31
ペ
ー
ジ
の
お
く
や

み
欄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
江
本
廣
江　
　
　

橋
場　

和

（
正
）
江
本
靜
江　
　
　

橋
場
廣
和

8
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
August

27 広報くりやま   2016. 8
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「                     」

◆
日
　
　
時
　

　

９
月
４
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
半

◆
場
　
　
所
　
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
対
　
　
象
　
３
歳
以
上
の
町
民

◆
持
ち
物

　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
水
筒
、

　

タ
オ
ル

◆
内
　
　
容
　

　

障
害
物
リ
レ
ー
、
大
玉
転
が
し
、
綱
引

　

き
な
ど

◆
申
込
方
法
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
し
提
出

◆
申
込
期
限
　
８
月
26
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　
☎
�
１
１
１
７

くりやまファミリー
スポーツフェスティバル

栗山町成人式実行委員会メンバー募集 !!

　自分たちの成人式をプロデュースしてみませんか。

　多数のご参加をお待ちしています。

■対　　象　

　平成 28 年度成人者（H8.4.2 ～ H9.4.1 生）

■募集人数　8 人程度（友人らとグループ申込み可）
■募集期限　8 月 31日（水）

■申込先・問い合わせ

　町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

≪昨年度の活動内容≫

●事前

　・記念品の選定

　・アトラクション

　　（お世話になった先生からのビデオレター）

　・パンフレットの作成など

●当日

　司会進行、記念品紹介、成人宣言、町民憲章朗唱

栗山町成人式実行委員会

Do it yourself !!Do it yourself !!



自然愛護を学ぶ＊栗山中 1 年生学年道徳

栗山オオムラサキの会事務局長の高橋 慎さんを講師
に、栗山中学校の 1 年生 87 人に対する学年道徳授

業「自然愛護」を行いました。オオムラサキの発見から
今日に至るまでの活動内容や人と自然の共生の重要性な
どを話され、生徒たちは真剣に聞き入っていました。1
年Ｃ組の榎本透真君は「自然保護活動の歴史を聞くこと
ができて勉強になり関心を持ちました。自分ができる自
然愛護をしていきたいです」と話していました。（7 月 7 日）

異なる学年で共同生活＊栗山小通学合宿

親元を離れ、炊事や洗濯などを自分で行いながら学校
に通う「通学合宿」が行われました。規則正しい生活

習慣を身につけてもらおうと、通学合宿実行委員会を立
ち上げ、栗山小学校の 4 ～ 6 年生 18 人が参加。雨煙別小学
校コカ・コーラ環境ハウスに寝泊まりして、ゲームやテレ
ビのない環境の中、3 泊 4 日の共同生活を送りました。谷
内友さん（4 年生）は、「違う学年の人たちといろいろな交
流ができて楽しいです」と話してくれました。（6 月 26 日 )

栗小おはなし会が表彰＊第 67 回北日本図書館大会

第67 回北日本図書館大会で、栗小おはなし会の表彰が
決定し、南條宏教育長から表彰状の伝達が行われま

した。同会は、15 年間、栗山小学校での読み聞かせ事業を
進めてきました。南條教育長は「子どもたちのためにも、今
後も続けてほしい」と激励。庭瀬加久子代表は「皆さんの協
力や学校の理解をいただき、続けることができました。子
どもたちが少しでも絵本に興味を持てるようにこれから
も協力していきたい」と話していました。　　(7 月 20 日 )

栗っ子健闘誓う＊栗山ロッキーズとくりやまＦＣが全道大会へ

少年野球チーム「栗山ロッキーズ」とサッカー少年
団「くりやまＦＣ」が全道大会出場を決め、南條

宏教育長へ報告に訪れました。栗山ロッキーズは、「ホク
レン旗争奪第 34 回全道少年軟式野球選抜大会南空知予選
大会」で優勝、「高円宮賜杯第 36 回全日本学童軟式大会」
で準優勝、くりやまＦＣは、「全道Ｕ -10 サッカー大会空
知地区予選大会」で準優勝し、それぞれ全道大会出場を
決めました。　　　　　　　　　　　　　　　(7 月 8 日 )
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出
演
者
募
集
！

第
24
回
く
り
や
ま
音
楽
祭

◆
日
　    

時
　
10
月
22
日
㈯　

午
後
１
時
～

◆
場
　    

所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
対
　
　
象
　

　
町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

◆
内
　
　
容
　

　

ピ
ア
ノ
の
個
人
演
奏
や
合
唱
、
吹
奏
楽
な
ど

◆
出
演
料
　
無
料

◆
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

芸
術
文
化
の
祭
典
！

く
り
や
ま
芸
術
祭
作
品
募
集

◆
募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈬

◆
展
示
期
間
　
10
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰

◆
場
　
　
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
対
　
　
象
　
町
内
在
住
の
社
会
人

◆
内

容
　

　

絵
画
、
文
芸
、
手
工
芸
、
写
真
、
木
彫

◆
申
込
方
法
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
窓

口
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
く
り
や
ま
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　

☎
�
１
１
１
７
（
町
教
育
委
員
会
内
）

創作ちり緬細工「金魚」講座
　丸い発泡スチロールを芯材にして、ちり緬を使

い木目込み人形の要領で木工ボンドで貼り付けて

いく、ちり緬細工です。

■日　時　8 月 27 日㈯　13：30 ～ 15：30
■場　所　カルチャープラザ「Eki」
■受講料　800 円
■持ち物　糸切りばさみまたは刺しゅう用はさみ
　　　　　（刃先が切れるもの）
■定　員　10 人
■講　師　手作り工房　楓
　　　　　代表　尾引　保彦氏

ちょっと趣味を広げてみたい !!

そんな方のための講座を開きます。

気軽にご参加ください。

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

おしゃれカップづくり「ポーセラーツ」講座
　ポーセラーツは食器などに絵付けをするホビー

です。転写紙というシールを貼るので絵が描けな

くても完成度の高い作品ができます。焼成後は普

通の食器としてお使いいただけます。（高温焼成

のため、お渡しは二週間後となります）

■日　時　9 月 10 日㈯　13：30 ～ 15：30
■場　所　カルチャープラザ「Eki」
■受講料　1,500 円
■持ち物　特になし
■定　員　10 人
■講　師　日本ヴォーグ社　
　ポーセラーツインストラクター　小原　えり子氏

◇お申し込み・お問い合わせは、電話またはＦＡＸで、

下記へ 8 月 22 日（月）までにお願いします。

カルチャープラザ「EKi」　☎ 73-3333　FAX73-3311



●図書館メールマガジンを配信しています
　新着図書案内メールが、行事案内・休館情報・司書イ
チオシの 1 冊などの情報を加えてリニューアルしました！
　申し込みは町図書館、角田・継立図書室、くりくり号
のほか、図書館ホームページで受付しています。（電話
での申し込みは行っていません）
申込み用紙は図書館ホームページからも印刷できます。
※パソコン、携帯電話のメールアドレスを持っている方

に限る
●家読コーナー登場
　「家庭読書」を意味する “ 家読 ” をはじめてみませんか？
1 冊の本を中心に楽しいひとときを過ごしましょう！
　家族、親子、兄弟とみんなで読むのにぴったりな絵本
を紹介しています。
●「ひみつのカレーライス」井上荒野 / 作　田中清代 / 絵
●「ゆうたのゆめをみる」きたやまようこ / 作　など

【問い合わせ】　町図書館　　☎ 72-6055
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夏
の
里
山
は
虫
た
ち
の
王
国
で
す
！
虫

取
り
網
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
駆
け
回

る
姿
は
、
本
当
に
楽
し
そ
う
で
す
。
子
ど

も
の
頃
を
思
い
出
し
、
大
人
も
つ
い
つ
い

ム
キ
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
。

　

た
く
さ
ん
の
虫
た
ち
が
皆
さ
ん
の
こ
と

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

８
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
受
付　

午
前
８
時
半
～
）

◆
場
　
　
所
　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　
小
学
３
年
生
以
上
、
一
般

　
（
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
料　
８
０
０
円
（
保
険
料
込
）

◆
定
　
　
員　
20
人

◆
持
ち
物
　
上
着
、
帽
子
、
飲
み
物
、

　

動
き
や
す
い
服
装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）

　

運
動
靴
ま
た
は
長
靴

◆
申
込
期
限
　
８
月
27
日
㈯

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
６
９
６

　

テ
ン
ト
設
営
や
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
紹

介
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。
宿
泊
は
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
。
ご
希
望
の
方
は
テ

ン
ト
泊
も
可
能
で
す
。

◆
日
　
　
時　
８
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

　【
集
合
】　

13
日
午
前
10
時

　
【
解
散
】　

14
日
正
午

◆
場
　
　
所
　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
、
雨
煙
別

　

小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
対
　
　
象
　
親
子
連
れ（
小
学
生
以
上
）

※
幼
児
の
参
加
に
つ
い
て
は
要
相
談

◆
定
　
　
員　
10
組
程
度
（
先
着
順
）

◆
参
加
費
　
８
千
円
（
一
泊
三
食
付
）

◆
申
込
期
限
　
８
月
９
日
㈫

◆
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
６
９
６
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初心者歓迎 !!

おやこキャンプ

派遣団員募集中！！

　海外でのさまざまな体験を通して英語を学び、国際
感覚を身に付けませんか。
■期 間　平成29年1月5日㈭～13日㈮　9日間
■場 所　オーストラリア（パース）
■対 象　町内在住の中学１年生～高校３年生
■負 担 金　6 万円
※就学援助費支給認定世帯、およびそれに準ずる世帯は3万円を助成
※パスポート、旅行保険など別途約 1.8 万円が必要
■申 込 方 法
　参加申込書と「少年ジェットに参加して学びたいこ
と」と題した 800 字程度の作文を提出　※後日面接
■申 込 期 限　8 月 19 日㈮
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117



栗山英樹「第 14 回 Dream Cup in Hokkaido」
 今年で 14 回目となる栗山英樹「Dream Cup in Hokkaido」（栗山英樹ドリー

ムカップ実行委員会主催）が７月 16 日と 17 日の両日、栗の樹ファーム球場で
行われました。栗山、由仁、赤平、岩見沢、石狩の少年野球 8 チームが参加。
父母らの声援を受けながら、選手たちは元気いっぱいにプレーしていました。
地元の「栗山ロッキーズ」は準決勝で「三川フェニックス」を 7 対 1 で下すと、
決勝戦では、連覇を狙う「栗沢コンバット」と対戦。準決勝の勢いそのままにヒッ
トや盗塁などで得点を重ね、7 対 0 で勝利し見事優勝しました。地元からは「継
立ロビンス」と「角田リトルタイガース」も参加し、「継立ロビンス」が 3 位
になりました。また、17 日の閉会式にはプロ野球オールスターゲームを終えた
北海道日本ハムファイターズ監督の栗山英樹さんが駆け付け、「今日の試合で
感じたことを両親に伝えてください。そして夢をもってこれからもプレーして
ください」と激励し、大会に花を添えました。

人口  12,373  人  （ － 19） 世帯数  5,958  世帯  （ － 14 ）男  5,792  人  （ － 5 ）　女  6,581  人  （ － 14 ）
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